（e内容証明テンプレート）

被通知人

〒１０８-００７５
東京都港区港南４丁目６－８
ワールドシティタワーズＣ２－４００３
株式会社　Ｌｉｍ　Ｃｏｎｓｕｌｔｉｎｇ
代表取締役　竹花貴騎　殿
通知人
〒０００−００００
東京都新宿区高田馬場１−１−１
山田　太郎
催　　告　　書

　通知人は、被通知人に対し、令和元年11月１日より令和二年１０月３１日まで、御社オンラインスクール「ＭＵＰ」の受講契約を締結し、受講費用を月額8,980円、合計107,760円支払っております。
　通知人は、ＭＵＰ講師である被通知人・竹花貴騎氏が以下経歴と実績の持ち主であり、被通知人の講座がその経歴と実績に裏付けされた講座であるという理由で受講申込みをしました。
1． 元Googleの社員であったこと
2． 年商90億円、総資産100億円の実績がある経営者であること
3． 海外に豪邸を所有し、プライベートジエット機を所有していること
4． 複数の大企業と取引を行い、提供しているサービスは17,000社が利用していること
しかしながら、こちらのウェブメディアによる記事の他、いたるところで経歴と実績が虚偽であることを知りました。

竹花貴騎氏「カリスマ社長の虚実」　対談の石破茂氏も広告塔批判で「大変遺憾」、サイト掲載企業はJ-CAST取材に「契約の認識ない」
https://www.j-cast.com/2020/11/11398556.html
したがって、消費者契約法第4条第1項第1号不実告知と民法第96条第1項詐欺（虚偽の説明）により、受講契約の取り消しと受講費用の返還請求をいたします。
つきましては、本書面到達後1週間以内に上記受講代金を、下記の通知人の銀行口座に振込送金する方法により支払うよう、本書を以て催告します。
記

○○銀行　○○支店　○○預金

口座番号　○○○○○○○
口座名義　○○○○○○○
期限内にお支払いいただけない場合には、あらためて通知をすることなく、上記契約を解除し、法的手続きによって、上記受講代金及びこれに対する遅延損害金の請求をする所存でおりますので、あらかじめご承知おきください。

令和二年○月○日
